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美術の鑑賞では，美術に対する見方を多く持つほど，より多様な美術を理解し味わうこと
ができるとされる．また，鑑賞学習の目的は，美術作品，造形品などを通して文化を知るこ
とや，文化を創造するための知識や感覚，価値観を身に付けることとされている．そのため，
鑑賞対象についての知識や情報を得ることによって，より深い鑑賞へと導かれると考えられ
る．また，鑑賞においては，複製物の鑑賞によって対象への理解が深められ，主体的に実物
を鑑賞する行動へと導かれることが示唆されている．したがって，さまざまな概念や歴史に
ついての解釈を踏まえて，鑑賞対象への自分なりの見方を持ち，生涯にわたり主体的に美術
の鑑賞に親しむことができるように，客観的思考力と鑑賞対象への基礎的な関心の高まる中
学生段階において教材を充実させ，多様な種類・性質の対象から鑑賞学習の機会を得られる
ようにすることが重要である． 
わが国における現行の中学校美術科では，観点別学習状況の評価規準において「鑑賞の能
力」が1つの観点に位置づけられており，また，現行の学習指導要領改善の課題として，鑑
賞の資質・能力育成の更なる充実が求められている．このような中，鑑賞学習指導における
教材の不足が指摘されているが，具体的にどのような種類・性質のものが鑑賞の授業で十分
に扱われていないかということは明らかになっていない．限られた授業時数の中で，より多
様な種類・性質の教材を利用して鑑賞学習指導を行い，鑑賞の授業をより充実させていくた
めに，実物だけでなく複製物を含めて，教材および美術館・博物館と図書館の資源の利用に
かかわる現状と課題を明らかにする必要があると考えられる． 
そこで本論文では，中学校美術科の鑑賞学習指導で教材として利用されているものの種
類・性質を整理・分類し，教材および美術館・博物館と図書館が有する資源の利用に関す
る現状と課題を明らかにすることを目的とした．この目的に対して，3つの研究課題を設定
した．研究課題１は，中学校美術科の鑑賞学習指導で教材として用いられるものの種類・
性質について分析し，整理・分類することである．研究課題２は，中学校美術科の鑑賞学
習指導において教材として利用されている，あるいは教材として利用可能な，美術館・博
物館と図書館が有する資源の提供に関する現状について明確化することである．研究課題
３は，中学校美術科の鑑賞学習指導で用いられている教材および美術館・博物館と図書館
が有する資源の利用に関する現状と課題を明確化することである． 
本論文は，研究１～研究３により構成されている．研究課題１は研究１，研究課題２は
研究２，研究課題３は研究３において検討した． 
研究１は，調査１，調査２および調査３により構成されている．調査１は，学習指導要
領解説，教科書，指導書を対象とした調査であり（文献調査１），調査２は，教科書に掲載
された作品等の図版を対象とした調査であり（文献調査２），調査３は，専門家を対象とし
た調査である（インタビュー調査）． 
調査１では，教材を「鑑賞対象」と「教材メディア」の2つの観点から抽出し，鑑賞対象
では，「絵画」，「工芸品」など22の分類を示し，教材メディアでは，「実物や作品そのもの」，
「教科書」など20の分類を示した．調査２と調査３では，教科書の有する性質や役割とし
て，授業で利用する上での利便性と計画性を有し，多様な対象を鑑賞する上での導入とし
ての役割をもつ一方，日本以外の国・地域の作品等の図版が，教科書全体に対して不足し
ている傾向が示された．調査３からは，美術館・博物館の資源については，特別活動との
組み合わせなどにより生徒が実物を鑑賞することの重要性が再確認されたほか，所蔵品画
像とデジタル教科書が連繋して検索できる機能が求められていることが示され，図書館の
資源に関しては，教材として利用可能な「映像コンテンツ」および，広報と検索機能の充
実が求められており，確かな情報を有する「図書資料」が知識を得る学習に役立つことが
示唆された． 
研究２は，調査４，調査５，調査６および調査７により構成されている．調査４は，美
術館・博物館の職員を対象とした調査であり（質問紙調査１），調査５は，美術館・博物館
のウェブサイトを対象とした調査である．また，調査６は，公共図書館の職員を対象とし
た調査であり（質問紙調査２），調査７は，中学校図書館の運営を担当する教職員を対象と
した質問紙調査である（質問紙調査３）． 
調査４からは，調査対象となった公立の美術館・博物館の 8 割を超える機関で中学校と
の連携・協力が行われ，取組の内容としては「訪問鑑賞受入」がもっとも多く，7割弱の機
関で実施されていたこと， 8～9 割の機関が，研究１の「鑑賞対象」の分類における「絵
画」，「彫刻など立体作品」，「版画」，「工芸品」に該当する作品等を所蔵していたこと，5
割近くの機関で公共図書館との連携・協力が行われていたことなどが示された．調査５か
らは，学校との連携・協力にかかわる取組や活動に関する情報発信，画像付所蔵品検索機
能など，美術科の鑑賞学習指導に役立てられる情報や資源が充実してきていることが示さ
れた． 
調査６からは，公共図書館では，調査対象の約 7割の機関で，「団体貸出」をはじめとし
て中学校との連携・協力が実施されていたが，中学校美術科の学習支援は実施されていな
かったことが示された．また，5～6割の機関が，中学校に貸出可能な資料として，研究１
の「鑑賞対象」の分類における「絵画」，「彫刻など立体作品」，「工芸品」に該当する分類
をはじめとした「図書資料」を所蔵し，1割近く～2割以上の機関が，中学校への貸出が可
能な資料として，「映像・アニメーション」，「工芸品」，「絵画」に該当する分類をはじめと
した「視覚・視聴覚資料」を所蔵しており，調査３で求められていた「映像コンテンツ」
が利用できる場合があったこと，中学校に貸出可能な資料として，「絵画」の「実物や作品
そのもの」あるいは「模型」・「複製画」を所蔵している機関があったことが示された． 
調査７からは，調査対象の 6～8割以上の学校図書館が，研究１の「鑑賞対象」の分類に
おける「絵画」，「漫画」，「工芸品」に該当する分類をはじめとした「図書資料」を所蔵し
ていたことが明らかとなった．また，学校図書館による美術科の鑑賞の授業支援例として，
美術館・博物館から「絵画」の「図書資料」，「彫刻」の「模型・複製画」を借入れ，生徒
が学校外の資源を利用することができた例が得られた． 
研究３は，調査８および調査９により構成されている．この 2 つの調査は，中学校美術
科担当教員を対象とした質問紙調査である（質問紙調査４，質問紙調査５）． 
調査８および調査９の結果，鑑賞対象に関しては，研究１の分類における「絵画」に該
当する鑑賞対象を生徒が鑑賞した授業が多く，「諸外国の美術」と「諸外国の美術文化」
に該当する鑑賞対象を生徒が鑑賞した授業が少なかった傾向などが示された． 
美術館・博物館との連携・協力を実施した美術科担当教員は少なかった．しかし，美術
館・博物館の資源を利用し，学習効果が高まったと教員が評価した授業として，研究１の
分類における「教科書」や「資料集・副読本」，その他の「図書資料」や「カード（美術
館が所蔵する作品のアートカードなど）」を利用して事前学習や事後の追想といった生徒
の活動を入れた例が挙げられた．研究２で増加傾向が示された，ウェブ上に公開されてい
る美術館・博物館が所蔵する作品等の画像は，鑑賞学習指導において有効と考えられてい
ることが示されたほか，画質だけでなく作品等に関する歴史・文化的背景などの情報が付
随することにより，授業で利用されやすくなることが示唆された． 
公共図書館に関しては，連携・協力を実施した美術科担当教員はおらず，資源を利用し
た授業例は得られなかった．調査８で，教員が利用したかったができなかったものとして
比較的多く挙げられた「実物や作品そのもの」，「複製画」，「DVD」に該当する教材メ
ディアは，研究２により，中学校に貸出可能な公共図書館があることが示されたため，公
共図書館の資源に関しては，鑑賞教材として利用できる資料の活用の検討が求められる．
学校図書館の資源に関しては，研究１の分類の「絵本」に該当する鑑賞対象が「実物や作
品そのもの」として授業で利用され，学習効果が高まったと教員が評価した例が得られた． 
以上の 3つの研究から，本論文では主に以下の点が示された．研究課題１（教材の種類・
性質の整理・分類）に対しては，中学校美術科の鑑賞学習指導において教材として利用さ
れるものとして，22の「鑑賞対象」の分類と 20の「教材メディア」の分類を示した．研究
課題２（美術館・博物館と図書館の資源提供に関する現状の明確化）に対しては，多くの
美術館・博物館が鑑賞学習にかかわる連携・協力を実施し，資源提供にかかわる活動が活
発化しているが，図書館では同様の活動は活発とは言えないことが示された．図書館の資
源については，研究 1 の教材の分類において利用可能なものがあり，学校図書館の資源で
は活用されている実践例があることが示された．研究課題３（中学校における教材と資源
利用の現状と課題の明確化）に対しては，鑑賞の授業では，研究 1 の「鑑賞対象」の分類
における「絵画」と「日本の美術」，「日本の美術文化」に偏る傾向が強いこと，美術館・
博物館の資源利用や連携・協力の実施数は少なかったが，教員が「図書資料」などの複製
物を利用し，美術館・博物館の所蔵品についての学習の効果が高められたと考えられた実
践例があることが示された． 
このように，研究１において提示した教材の分類結果を研究２と研究３の結果に照合し
たことにより，教材および，美術館・博物館と図書館の資源の利用に関する現状と課題が
明確化された．これらの結果は，現在，教科書や授業で扱われることが少ない鑑賞対象が
あるという状況を改善するために，教材と，美術館・博物館および図書館の資源を補完し
合って授業で利用する方法について検討していく上で，有用なものであると考えられる． 
